
いつもありがとうございます。  

W16 青果発注書をお送り致しました。  

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。  

  

・2022 年ゴールデンウィークスケジュール案内  

先週の本文では GW の配信スケジュールが色々間違えていましたので 

修正を致しました。  

GW 期間中の弊社出荷スケジュールも付け加えましたので併せてご確認ください  

４月２９日・・・出荷有。事務所休み  

５月  ２日・・・通常通り  

５月  ３日～５日・・・出荷なし  

５月  ６日・・・通常通り  

  

W18︓４月２６日～５月  ２日納品分・・・  

配信︓４月１８日(月) 締切︓４月２１日(木)  

W19︓５月  ３日～５月  ９日納品分・・・  

配信︓４月２２日(金) 締切︓４月２６日(火)  

W20︓５月１０日～５月１６日納品分・・・  

配信︓４月２６日(火) 締切︓４月２８日(金)  

W21︓５月１７日～５月２３日納品分・・・  

配信︓５月  ６日(金) 締切︓５月１２日(木)  

以降通常通りの発注スケジュールとなります。 



・高知県産特別栽培山本さんのミネラルピーマン 300g  

もうそろそろバーベキューのシーズンなので先日のミニトマトアイコの 300g に引き続き、 

ピーマンでも大容量パックとして 300g の登場です。  

写真ではわかりづらいと思い、適当に乗せた 9 個ほどでおおよそ 300g となりました。  

今の時期では 9 個ほどですが、大きくなる時期だとだいたい 6 個くらいになります。  

今までの 150g だと平面的なパックになりますが 300g だと 

立体的になり迫力も出てきます。  

たびたび発注書本文でも紹介しておりますが、  

このピーマンを見ただけでも市場品と違いが判ります。  

  

このピーマンは弊社でも数少ない相場連動型の商品であり先月までは値段が高く手を出し
づらい状況のようでしたが、だいぶ相場も落ち着いてきたので手を出しやすい価格にまでなり
ました。  

原体 9kg・150g も値下げになりましたので宜しくお願い致します。  

  
  



・北海道産 和田さんの太すぎるごぼう  

 

今週、前代未聞の大きさのごぼうに出会いました。  

頂いたサンプルの中でも、特に大きなものを測ったとはいえ、1 本 950g のごぼうなんて、 

これまで見たことがありません。  

画像は、遠近法で太く見えているのではなく、本当に極太です︕  

 
  

しかし、見た目のインパクトは絶大であっても、  

中身が伴っているのか、気になられているかと思います。  

ひとつの指標としてですが、硝酸態窒素・糖度の測定を行いました。  

結果は糖度が 17 度と、ごぼうという品目の中では高い値で、 



硝酸態窒素の方は、他のデータと比較しても、かなり低いことが分かります。  

  

硝酸態窒素は、植物が成長に使用するために、窒素を変化させたものです。  

これが過剰にあると、成長に使われなかった分が植物体の中に残留してしまい、 

エグみ・苦みといったような味に現れてきてしまいます。  

その硝酸態窒素の検出値が低かったということは、 

成長に上手く使い切ることが出来たということです。  

このような極太のごぼうになった理由のひとつでもあるかもしれません。  

  

実際食べても、美味しかったです。  

測定で擦り下ろした時から思っていましたが、和田さんのごぼうは本当に香りが良いです。  

しぐれ煮(生姜を加えた煮物) にしたのですが、 

柔らかくて、じっくりと味が染み込んでいました。  

これだけあると、いろいろな料理が作れそうです。  

  

    
  

次は、 ピリ辛揚げ を作ってみようと思います。   

コト POP も作成致しました。   

売り場で目を引くだけでなく、中身も一級品な、   

『 和田さんの太すぎるごぼう 』   を   

是非ともよろしくお願い致します。   

( 販促部︓渡部智加 )   
  

  

  



・青森県産 ごぼう 測定について 

今週は、津軽産直組合さんのごぼうを 

測定しました。   

品種・柳川理想の特徴通り、  

白く柔らかい断面のごぼうでした。  

糖度は 23.2 と、  

過去アルファーで測定したごぼうの中でも  

トップクラスの高さが検出されました。  

  

産地の青森県・南郷地区は  

偏東風（ヤマセ）と呼ばれる冷たい風が 

吹いており、この厳しく寒い環境が、 

ごぼうに、甘さや香り、風味を  

多く生み出したのだと考えられます。  

  

今週は渡部さんが担当された、和田さんの太すぎるごぼう 等ごぼうの測定が重なり、事務
所に沢山のごぼうが届きました。  

太さや特徴が全然違うので、比べることが出来て良かったと感じています。  

  

測定に使用したごぼうは、それぞれ持ち帰り、  

津軽産直組合さんのごぼうは、断面の白さを見せられるよう、細く切って味噌汁に、 

和田さんの太すぎるごぼうは、太さを楽しみたいので、ゴロッとした煮物など 

それぞれの特徴を活かして食べようかと考えています。  

  

ごぼうは、魚や肉のクセを和らげる働きがあります。豚・牛・鳥の全てと相性が良いですし、 

鮭やサバなどの魚にも合います。  

さらに 『きんぴらごぼう』 など人参と組み合わせることで、 



疲労回復のサポートにもつながります。  

アルファーでは様々な産地のごぼうを取り扱っておりますので、是非ごぼうをご検討ください。 

(販促部:吉田紗知子)  

 

 ・宮崎県 特別栽培 風土の土付きらっきょう  

あと１ヶ月と少しで最大級のイベントである特別栽培のらっきょうがスタートします。  

去年は雨が続き収穫作業が出来ず、沢山ご迷惑をお掛け致しました。  

今年は今のところ生育も順調とのことで、  

良い状態でシーズンを迎えられると期待しています︕  

 

らっきょう画像は昨年のものです。今年の画像は依頼中です。  

このらっきょうは、人気です︕人気なので、取り扱ってみたいというお話は多いのですが、  

土付きだから売れないのでは…と、おっかなびっくりの中途半端な取り組みとなりがちです。  

そうなってしまえば、たとえ売りたいという強い気持ちがあっても、 

悲惨な結果は避けられれません。  

ここまでやればこんな結果が待っています。とは保証は出来ませんが、 

大々的にやればやるほど相応の結果が得られることは、 

過去の事例でハッキリしています。 

 



また、らっきょうは全国的に先行者利益を狙い収穫開始の  

5 月上旬からスタートダッシュをされますが、  

らっきょう自体の完熟は、6 月に入らなければ味はのってきません。  

スタートダッシュが悪いことではありませんが、  

完熟を迎え本物のらっきょうの味もお客さんに味わってもらいたいと思っています。  

そこで今年はスタートの 5 月上旬と  

完熟後の 6 月上旬の 2 回に分け、御提案を予定しております。  

 

コト POP のように漬けるだけではない、土付きならではの別な食べ方提案

がお客さんにアピールすることが出来れば、 

年に一度だけの買い物ではなく、  

シーズンを通して手に取ってもらえる可能性は高くなるのでは…と思います。（有安海）  

  

 

・新登場  

           高知県産 特別栽培 山本さんのミネラルピーマン 300g  

           北海道産        和田さんの太すぎるゴボウ  

・商品案内変更  

           鹿児島産 特別栽培 松下さんの紅はるか・・・産地出荷終了商品となります。  

                                    数量限定なので大量の注文かなわない可能性ございます。  

熊本県産 特別栽培 藤本姉妹の人参・・・春人参に切り替わります。  



・終了  

           北海道産        美幌の玉ねぎ L サイズ  

           愛媛県産        岡野さんの瀬戸内レモン  

  
・４月新登場予定  

宮崎県産 特別栽培 誠のブロッコリー・・・w17 予定  

米国産 有機栽培 Organic 樹成り熟成アボカド・・・w18 予定  

・5 月新登場予定  

宮崎県産 特別栽培 風土の土付きラッキョウ・・・ｗ19 予定淡路島産 
特別栽培 伊吹さんの玉ねぎ・・・ｗ20 予定  

山形県産 特別栽培 遠藤さん達の行者菜・・・ｗ21 予定

淡路島産 特別栽培 伊吹さんの白玉ねぎ・・・ｗ21 予定兵

庫県産        養父養生生ニンニク・・・ｗ22 予定  

  

  

それでは、今週も御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。  

  

有限会社アルファー  

吉田清一郎  
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